
海野十三先生没後 65年◎江戸川乱歩先生生誕 120 年★特別記念大企画

永遠の十三　〜海野十三と江戸川乱歩〜
日時：2014 年５月 17 日（土）午後 2時 30 分　会場：北島町立図書館・創世ホール　2階ハイビジョン・シアタ－

主催：海野十三の会　講師：中　相作（なかしょうさく　江戸川乱歩研究家、名張人外境主宰者、名張市在住）

明治 27 年（1894）	 10 月 21 日、江戸川乱歩、三重県名張町新町に生まれる。本名、平井太郎。生後まもなく父
の転勤により転居。三歳から十八歳まで名古屋で過ごす。

明治 30 年（1897）	 12 月 26 日、海野十三、徳島市徳島本町に生まれる。本名、佐野昌一。明治 39年、父の転職
により神戸へ転居。

明治 45 年（1912）	 乱歩、早稲田大学予科に編入。のち、政治経済学部に進む。
大正 5 年（1916）	 乱歩、早稲田大学を卒業し、大阪の貿易会社に就職。十三、早稲田大学予科に入学。のち、理

工学部に進む。
大正 12 年（1923）	 乱歩、「新青年」にデビュー作「二銭銅貨」を発表。十三、早稲田大学を卒業し、逓信省電気

試験所に勤務。
大正 14 年（1925）	 乱歩、初の小説集『心理試験』を出版。十三、技術専門書『米国製真空管一般特性表』を佐野

昌一名義で初出版。
大正 15 年（1926）	 乱歩、1月に大阪から東京へ転居。「浅草趣味 ✳1」を発表。十三、「無線と実験」に科学童話

「ラヂ夫と電子王の話」を発表。初めてフィクションが活字となる。
昭和 2 年（1927）	 十三、「無線電話」に海野十三名義による初の科学小説「遺言状放送」を発表。
昭和 3 年（1928）	 十三、「電気風呂の怪死事件」で「新青年」に初登場。
昭和 4 年（1929）	 乱歩、「蜘蛛男」で「講談倶楽部」に初登場。
昭和 5 年（1930）	 十三、海野十三名義による初の単行本『麻雀の遊び方』を出版。
昭和 6 年（1931）	 9 月、満州事変が勃発し、十五年戦争の戦端が開かれる。
昭和 7 年（1932）	 十三、初の小説集『電気風呂の怪死事件』を出版。
昭和 8 年（1933）	 十三、「太平洋雷撃戦隊」で「少年倶楽部」に初登場。
昭和 9 年（1934）	 十三、「探偵小説管見 ✳2」。乱歩、「中央公論」に「柘榴」。
昭和 10 年（1935）	 十三、「乱歩氏の懐し味 ✳3」、「本格探偵小説観 ✳4」。乱歩、「探偵小説壇の新なる情熱 ✳5」、

「日本の探偵小説 ✳6」、「日本探偵小説の多様性について ✳7」。
昭和 11 年（1936）	 乱歩、「怪人二十面相」で「少年倶楽部」に初登場。十三、「新青年」に「深夜の市長」、「深夜

の東京散歩 ✳8」。
昭和 13 年（1938）	 十三、「少年倶楽部」に「浮かぶ飛行島」、「キング」に「敵機大空襲」（『東京空爆』）。
昭和 14 年（1939）	 十三、「少年倶楽部」に「太平洋魔城」、翌年にかけて「東日小学生新聞」などに「火星兵団」。
昭和 16 年（1941）	 十三、1月、世田谷の自宅庭に防空壕を築造。海軍省から徴用され、報道班員となる。乱歩、

秋ごろ、初めて町会に出席し、防空群長を担当。のちに町会役員となる。12月、日本海軍の
真珠湾攻撃で太平洋戦争開戦。

昭和 17 年（1942）	 十三、1月、海軍報道班員として南方に赴き、デング熱に感染して 5月に帰還。
昭和 19 年（1944）	 十三、12月に「空襲都日記」を起筆。翌年 5月まで。
昭和 20 年（1945） 	 3 月 10 日、東京大空襲。乱歩、4月に家族を福島県保原町の知人宅に疎開させ、単身池袋

の家に残る。4月 13日、東京にふたたび大空襲。十三日記／ 4月 14日《○昨夜二十三時頃、
わが横鎮は関東海面に警報を出したが、果して敵一機は房総に入り、つづいて敵大挙し、三月
十日以来の帝都市街夜間爆撃となった》。乱歩自伝《十三日夜、B29 の大空襲あり、池袋地区
焼野原となる。私の町会は南の半分が焼失し、隣組も全焼したが。私の家一軒だけ不思議に助
かった》。十三、5月に「降伏日記」を起筆。12月まで。乱歩、6月に家族の疎開先へ移る。

　　　　　十三日記　8月 10日《○今朝の新聞に、去る八月六日広島市に投弾された新型爆弾に関する米大統領ト
ルーマンの演説が出ている。それによると右の爆弾は「原子爆弾」だという事である。／あの
破壊力と、あの熱線輻射とから推察して、私は多分それに近いものか、または原子爆弾の第
一号であると思っていた》《戦争は終結だ》。12日《○とにかく、遂にその日が来た。しかも
突然やって来た。／どうするか、わが家族をどうするか、それが私の非常な重荷である。／
○女房にその話（※みなで死ぬこと）をすこしばかりする。「いやあねえ」とくりかえしてい
たが、「敵兵が上陸するのなら、死んだ方がましだ」と決意を示した。／それならばそれもよ
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し。ただ子供はどうか？》《○自分一人死ぬのはやさしい。最愛の家族を道づれにし、それを
先に片づけてから死ぬというのは容易ならぬ事だ。片づける間に気が変になりそうだ、しかし
それは事にあたれば何でもなく行なわれることであり、杞憂であるかもしれぬ》。13日《○朝、
英（※夫人）と相談する。私としてはいろいろの場合を説明し、いろいろの手段を話した。そ
の結果、やはり一家死ぬと決定した。／私は、子供達のことを心配した。ところが英のいうの
に、かねてその事は言いきかしてあり、子供たちは一緒に死ぬことにみな得心しているとのこ
とに、私は愕きもし、ほっとした。そして英からかえって「元気を出しなさいよ」と激励され
た。／事ここに決まる。大安心をした》。14日《○万事終る》。15日《○本日正午、いっさい
決まる（※終戦のラジオ放送）恐懼の至りなり。ただ無念。／しかし私は負けたつもりはない。
三千年来磨いてきた日本人は負けたりするものではない。／○今夜一同死ぬつもりなりしが、
忙しくてすっかり疲れ、家族一同ゆっくりと顔見合わすいとまもなし。よって、明日は最後の
団欒してから、夜に入りて死のうと思いたり》。16日《○死の第二手段、夜に入るも入手出来
ず、焦慮す。妻と共に泣く。明夜こそ、第三手段にて達せんとす》。17日《○昨日から、軍神
杉本五郎中佐の遺稿「大義」を読みつつあり、段々と心にしみわたる。天皇帰一、「我」を捨
て心身を放棄してこそ、日本人の道、大楠公が愚策湊川出撃に、かしこみて出陣せる故事を思
えとあり、又楠子桜井駅より帰りしあの処置と情況とを想えとあり。痛し、痛し、又痛し。／
○昨夜妻いねず、夜半に某所へ到らんとす。これを停めたる事あり。／妻に「死を停まれよ」
とさとす。さとすはつらし。死にまさる苦と辱を受けよというにあるなればなり。妻泣く。そ
して元気を失う。正視にたえざるも、仕方なし。ようやく納得す。われ既に「大義」につく覚
悟を持ち居りしなり》。18日《○熱あり、ぶったおれていたり》。19日《○ようやく気もだい
ぶ落付く。されど、考えれば考えるほど苦難の途なり。任はいよいよ重し。／○夜半、忽然と
して醒め、子供をいかにして育てんとするかの方途を得たり。長大息、疲労消ゆ。有難し、有
難し》

　　　　　乱歩自伝　《保原のラジオでは、天皇のお声はハッキリ聴きとれなかったが、あとの放送や新聞で真相が
わかった。それから数日間は、米軍が上陸してきて、どんな目にあわされるかわからないとい
うので、老幼婦女は、東京から逃げ出しているという報道が、あわただしく伝わってきた。全
くの混乱と国民放心の時期であった。／そのうちに、米占領軍の方針が案外温和であることが
徐々にわかってきた。略奪、殺戮、暴行など、昔の戦争から想像していたようなことは、行わ
れていないことがはっきりしてきた。私はそのとき、大腸カタルが治らないで、骨と皮ばかり
になって寝ていたのだが、その病床で、私は探偵小説はすぐに復活すると考えた》

	 乱歩、11月に疎開先から池袋の自宅へ家族と帰還。
昭和 21 年（1946）	 十三、喀血。乱歩、「グルーサムとセンジュアリティ ✳9」、「探偵小説の方向 ✳10」。
昭和 22 年（1947）	 乱歩、11月に関西へ講演旅行し、岡山県に疎開していた横溝正史と再会する。十三、「探偵小

説雑感 ✳11」を発表。
昭和 24 年（1949）	 5 月 17 日、十三、結核のため 51歳で死去。乱歩、23日の告別式で「弔辞 ✳12」を読み、「海

野君のこと ✳13」、「深夜の海野十三 ✳14」を発表。
昭和 28 年（1953）　	 乱歩、座談会「探偵小説あれこれ」［＊ 15］。
昭和 30 年（1955）	 乱歩、「ペン皿とテレヴィ ✳16」。
昭和 37 年（1962）	 3 月、阿波掃苔会と四国文学会が海野十三の碑を建てる会を結成し、趣意書を配布。機関誌

「JU通信」が創刊され、乱歩は「趣意書に添えて ✳17」、「祝辞 ✳18」を寄稿した。碑には「『地
球盗難』の作者の言葉」から引用した十三の文章《全人類は科学の恩恵に浴しつつも同時にま
た科学恐怖の夢に脅かされている恩恵と迫害との二つの面を持つ科学神と悪魔との反対面を兼
ね備えている科学にわれわれはとりつかれているかくのごとき科学時代に科学小説がなくてい
いであろうか》と乱歩の碑文《海野十三は徳島市の生んだ優れた推理小説家科学小説家である
彼は科学者にして文学者という稀なる資質に恵まれ豊饒な作品によって推理小説界に重きをな
した彼はまた科学小説の先駆者であった日本ではようやく流行の兆を見せはじめたこの分野に
昭和初期彼は早くも先鞭をつけ多くのすぐれた作品を残したのである》が刻まれ、徳島公園内
で 5月 29日に除幕された。

昭和 40 年（1965）	 7 月 28 日、乱歩、脳出血のため 70歳で死去。
	 ＊十三の日記は橋本哲男編『海野十三敗戦日記』（2005 年、中公文庫）から、乱歩の自伝は

江戸川乱歩全集第 29巻『探偵小説四十年（下）』（2006 年、光文社文庫）から引用した。
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さ
て
野
外
い
か
も
の
に
関
し
て
、
書
き
洩
ら
せ
な
い
の
は
深

夜
の
浅
草
情
景
で
あ
る
。
興
行
物
の
は
ね
る
の
が
大
抵
十
時
、

そ
れ
か
ら
十
二
時
頃
ま
で
は
、
ま
だ
宵
の
口
で
あ
る
。
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ロ
ゾ

ロ
と
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通
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が
絶
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い
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が
て
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動
小
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の
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が
光
を
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じ
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池
の
鯉
の
は
ね
る
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が
ハ
ッ
キ
リ
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え
る
頃
に
な
る
と
、

馬
道
か
ら
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原
通
い
も
人
足
も
ま
ば
ら
に
な
る
。
馬
道
辺
で
は

朦
朧
車
夫
が
跳
梁
し
出
す
。
そ
し
て
、
公
園
の
ベ
ン
チ
に
取
り

残
さ
れ
る
の
は
、
ほ
ん
と
う
の
宿
な
し
、
一
夜
を
そ
こ
で
明
か

そ
う
と
い
う
連
中
ば
か
り
で
あ
る
。
警
官
の
巡
回
が
は
げ
し
く

な
る
。
角
袖
が
何
食
わ
ぬ
顔
で
、
う
ろ
ん
な
奴
の
煙
草
の
火
を

借
り
に
来
た
り
す
る
。

「
オ
イ
、
お
前
は
宿
が
あ
る
の
か
」

「
ヘ
イ
、
実
は
帰
り
は
ぐ
っ
ち
ま
い
ま
し
て
、
電
車
は
な
く
な

る
、
仕
方
が
な
い
の
で
こ
こ
で
夜
明
し
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ど
う
か
今
夜
の
所
は
お
見
逃
し
を
」

な
ん
て
問
答
が
聞
え
出
す
。
警
官
も
世
話
が
や
き
切
れ
な
い

と
見
え
て
、
夜
毎
に
ベ
ン
チ
を
宿
と
す
る
も
の
十
数
人
を
数
え

る
。
そ
れ
が
大
抵
は
常
習
者
だ
。
料
理
屋
な
ん
か
の
、
ご
み
溜

を
あ
さ
っ
て
、
大
き
な
竹
の
皮
に
一
杯
残
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を
持
っ
て
来
る
奴

が
あ
る
。
て
ん
で
に
ア
ル
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の
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当
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っ
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て
、
そ
れ

を
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け
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め
る
。
明
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当
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な
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の
だ
。
残
っ
た
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は

皆
し
て
手
摑
み
で
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
や
る
。
食
い
な
が
ら
、
深
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の
浅
草
を
、
ピ
ク
ニ
ッ
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に
で
も
来
た
つ
も
り
で
、
世
間
話
を

し
て
い
る
。
な
か
な
か
楽
し
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だ
。

こ
れ
ら
は
別
状
な
い
の
だ
が
、
そ
こ
へ
時
々
異
形
の
も
の
が

現
れ
る
。
男
の
く
せ
に
白
粉
を
塗
っ
て
い
る
。
そ
し
て
通
行
人

に
、

「
チ
ョ
イ
ト
、
あ
な
た
」

な
ん
て
、
く
ね
く
ね
と
身
体
を
よ
じ
ら
せ
て
、
手
招
ぎ
を
す

る
。
野
外
か
げ
ま

0

0

0

と
も
云
う
べ
き
代
物
だ
。
公
園
の
隅
々
に
は
、

云
う
ま
で
も
な
く
、
淫
売
屋
の
ポ
ン
引
婆
さ
ん
が
、
う
さ
ん
臭

い
顔
を
し
て
立
っ
て
い
る
。
夜
鷹
と
い
う
も
の
に
は
、
不
幸
に

し
て
ま
だ
出
会
わ
な
い
が
、
時
に
出
な
い
と
も
限
ら
ぬ
。
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新
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年
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思
う
に
わ
が
日
本
人
ほ
ど
、
種
類
の
多
い
探
偵
小
説
を
書
く

人
種
は
外
に
い
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
日
本
人
が
そ
れ
を

好
む
の
は
、
一
つ
は
そ
の
天
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
外
国
で

は
専
ら
純
本
格
の
探
偵
小
説
が
流
行
る
。
そ
れ
等
の
主
体
は
皆

ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

外
国
の
読
者
は
科
学
常
識
が
進
ん
で
い
て
、
謎
を
解
く
こ
と

に
誰
も
が
相
当
の
興
味
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
純
本
格

も
の
の
多
い
の
も
道
理
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
て
わ
が
国
の
読
者
は
文
芸
的
に
は
外
国
の
読
者

階
級
よ
り
も
遥
か
に
秀
で
て
い
る
が
、
科
学
的
で
は
外
国
に
於

て
見
る
が
如
き
ほ
ど
普
及
し
て
い
な
い
。
此
等
の
事
情
よ
り
考

え
て
み
て
も
、
わ
が
国
に
は
純
本
格
以
外
の
探
偵
趣
味
的
小
説

の
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
私
は
思
う
の
で
あ

る
。そ

ん
な
わ
け
で
、
私
は
わ
が
国
の
探
偵
小
説
に
変
格
の
多
い

こ
と
を
そ
ん
な
に
慨
い
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
変
格
の
多
い
と

い
う
事
に
探
偵
小
説
の
将
来
性
を
認
め
て
い
る
。

今
日
ま
で
に
日
本
独
特
の
変
格
探
偵
小
説
の
評
論
も
、
そ
の

作
品
の
分
類
論
さ
え
も
ま
だ
出
て
い
な
い
け
れ
ど
、
他
日
必
ず

そ
れ
が
論
ぜ
ら
れ
る
時
期
が
来
る
だ
ろ
う
。
其
の
時
こ
そ
は
探

偵
小
説
な
る
言
語
の
意
味
が
今
日
よ
り
以
上
に
ず
ッ
と
明
瞭
に

な
る
こ
と
と
思
う
。

繰
り
返
し
て
云
う
が
、
探
偵
小
説
と
は
凡
そ
探
偵
趣
味
の
入

っ
て
い
る
小
説
を
指
し
て
云
う
の
が
至
当
で
、
純
本
格
探
偵
小

説
だ
け
に
限
る
の
は
適
当
で
な
い
と
私
は
考
え
る
。

そ
し
て
其
の
意
味
に
於
て
の
探
偵
小
説
は
、
も
っ
と
勇
敢
に
、

新
し
い
型
を
求
め
、
此
処
ぞ
と
思
う
方
向
に
ド
ン
ド
ン
拡
大
し

て
ゆ
く
の
が
よ
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
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＊

乱
歩
氏
の
懐
し
味
［
＊
3
］

海
野
十
三　

誰
し
も
江
戸
川
乱
歩
と
い
へ
ば
、
氏
の
作
品
に
現
れ
て
く
る

や
う
な
グ
ロ
テ
ス
ク
な
人
物
を
想
像
す
る
だ
ら
う
。
と
こ
ろ
が

氏
に
会
つ
て
み
る
と
、
凡
そ
氏
が
そ
れ
と
反
対
に
、
如
何
に
も

慈
悲
深
い
お
地
蔵
さ
ま
の
や
う
な
人
物
で
あ
る
の
に
駭
か
さ
れ

る
で
あ
ら
う
。
或
る
酒
席
で
若
い
妓
が
そ
の
席
に
乱
歩
先
生
が

交
つ
て
ゐ
ら
れ
る
と
聞
き
、
先
生
は
ど
こ
に
い
ら
つ
し
や
る
の

か
教
へ
て
く
れ
と
私
に
せ
が
ん
だ
。
私
は
、
そ
れ
よ
り
君
が
当

て
て
み
ろ
と
い
ふ
と
、
彼
女
は
そ
れ
な
れ
ば
と
一
座
を
見
廻
し

て
、
遂
に
指
し
た
の
は
そ
の
中
の
最
も
グ
ロ
テ
ス
ク
な
る
人
物

だ
つ
た
。
私
は
そ
の
大
変
な
誤
り
を
指
摘
し
た
が
、
後
で
本
物

の
乱
歩
氏
を
知
り
当
て
た
彼
女
は
私
に
向
つ
て
、
乱
歩
先
生
が
、

あ
ん
な
優
し
い
方
と
は
鳥
渡
信
じ
ら
れ
な
い
わ
ネ
と
感
歎
し
た

の
で
あ
つ
た
。

し
か
し
乱
歩
氏
の
優
し
さ
と
か
懐
し
さ
と
か
は
そ
の
風
貌
に

於
て
発
見
す
る
よ
り
も
、
更
に
著
し
く
、
氏
の
平
常
生
活
に
於

て
見
出
す
も
の
で
あ
る
。
氏
は
極
め
て
正
直
で
あ
つ
て
飾
ら
な

い
。
そ
し
て
よ
く
探
偵
小
説
の
こ
と
を
心
配
し
、
友
人
の
身

の
上
を
案
じ
そ
し
て
新
人
に
関
心
を
持
つ
こ
と
も
比
類
な
く
、

「
あ
の
人
は
ど
う
な
つ
た
か
な
ア
」
な
ど
と
、
途
中
で
名
前
を

消
し
た
同
好
の
無
名
作
家
の
こ
と
を
想
出
し
て
不
図
述
懐
さ
れ

る
こ
と
が
屡
々
で
あ
る
。
人
間
乱
歩
の
懐
し
味
を
感
ず
る
者
は
、

私
だ
け
で
は
な
か
ら
う
と
信
ず
る
。

平
凡
社
版
の
乱
歩
の
全
集
の
第
十
三
巻
の
最
後
に
「
探
偵
趣

海
野
十
三
と
江
戸
川
乱
歩
　
関
連
随
筆
評
論
集



二

味
十
年
」
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
氏
が
十
年
に
亘
る
創
作

三
昧
の
赤
裸
々
な
る
叙
述
で
あ
る
が
、
こ
の
一
篇
を
読
ん
だ
者

は
私
が
此
処
に
云
つ
た
こ
と
を
容
易
に
理
解
し
て
く
れ
る
だ
ら

う
。
私
は
あ
の
一
篇
を
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
ゐ
る
。
私
は
腹
立
た

し
い
時
や
面
白
く
な
い
時
や
悲
し
い
時
に
は
、
人
間
乱
歩
を
綴

つ
た
あ
の
一
篇
を
読
み
か
へ
し
て
機
嫌
を
直
す
の
が
例
で
あ
る
。

筆
を
擱
く
に
当
つ
て
乱
歩
氏
に
申
す
。
ど
う
か
貴
方
も
あ
れ
を

読
み
か
へ
さ
れ
て
そ
し
て
以
前
の
や
う
に
元
気
に
な
つ
て
下
さ

い
、
と
。�

〔
全
文
〕

初
出
・
底
本
：
探
偵
文
学　

昭
和
10
年
5
月
号

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

本
格
探
偵
小
説
観
［
＊
4
］

海
野
十
三　

本
格
探
偵
小
説
は
読
ん
で
面
白
い
が
、
書
い
て
は
一
向
面
白

く
な
い
も
の
だ
。

本
格
探
偵
小
説
は
推
理
で
も
っ
て
謎
が
解
け
る
よ
う
に
出
来

て
い
る
の
で
、
読
む
の
に
も
安
心
を
し
て
読
め
る
。
ま
た
謎
は

必
ず
解
い
て
あ
る
か
ら
、
腹
を
立
て
な
い
で
読
了
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
う
い
っ
て
も
、
こ
れ
が
凡
て
の
本
格
探
偵
小
説

に
当
て
嵌
る
も
の
で
は
な
い
。
余
程
の
傑
作
に
つ
い
て
そ
う
云

え
る
の
で
、
本
格
探
偵
小
説
と
称
す
る
も
の
な
ら
ば
何
れ
に
も

云
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
寧
ろ
或
る
場
合
に
は
解
決
の
鍵
が
あ

ま
り
に
も
お
粗
末
に
或
い
は
あ
ま
り
に
も
難
解
な
形
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
た
め
に
、
読
了
後
か
え
っ
て
腹
を
立
て
る
も
の
も
少

く
な
い
。
前
者
に
は
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
の
短
篇
の
在
る
も
の
を
挙

げ
る
べ
く
、
後
者
に
は
手
近
か
な
と
こ
ろ
で
海
野
十
三
の
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
し
か
し
海
野
十
三
と
し
て
は
、
こ
の
点

に
関
し
、
い
さ
さ
か
所
信
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
記

さ
な
い
）。
と
に
か
く
本
格
物
の
拙
劣
な
の
は
砂
を
噛
む
以
上

に
面
白
く
な
い
。
そ
こ
へ
ゆ
く
と
変
格
物
の
拙
劣
な
も
の
の
方

が
ず
っ
と
面
白
い
。
桁
ち
が
い
に
面
白
い
。

私
な
ど
は
い
つ
も
拙
劣
な
本
格
物
を
書
い
て
い
る
せ
い
か
も

知
れ
な
い
が
、
本
格
物
を
書
く
こ
と
は
一
向
面
白
く
な
い
。
江

戸
川
乱
歩
氏
は
非
常
な
る
本
格
探
偵
小
説
崇
拝
者
で
あ
る
が
、

氏
の
所
論
を
伺
っ
て
い
る
と
、
巧
妙
な
る
歯
車
仕
掛
け
の
よ

う
な
構
想
や
複
雑
な
連
立
方
程
式
を
解
い
て
ゆ
く
と
き
の
よ
う

な
推
理
に
大
き
い
魅
力
を
感
じ
て
い
ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
判

る
。
だ
が
私
は
そ
れ
等
に
対
し
、
氏
ほ
ど
の
魅
力
を
感
ず
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
左
様
な
推
理
に
関
し
て
は
、
寧
ろ
高
等
な
電

磁
気
理
論
な
ど
に
於
て
至
る
と
こ
ろ
に
発
見
さ
れ
る
も
の
の
方

が
、
更
に
一
層
本
格
的
で
あ
り
複
雑
で
あ
り
そ
し
て
巧
妙
で
あ

る
。
私
は
科
学
畑
に
育
っ
た
た
め
か
、
江
戸
川
氏
に
比
し
て
其

の
点
た
い
へ
ん
不
感
症
で
あ
る
と
思
う
。
そ
ん
な
わ
け
だ
か
ら
、

私
は
本
格
物
を
書
く
の
に
情
熱
が
湧
い
て
来
な
い
。
た
ま
た
ま

構
想
を
纏
め
あ
げ
て
も
、
模
擬
試
験
問
題
を
一
つ
拵
え
あ
げ
た

ぐ
ら
い
の
感
興
し
か
湧
い
て
来
な
い
。

こ
れ
が
変
格
物
だ
と
、
構
想
を
文
章
に
綴
っ
て
ゆ
く
の
に
、

後
へ
ゆ
く
ほ
ど
だ
ん
だ
ん
と
創
作
の
情
熱
が
で
て
き
て
、
自
分

な
が
ら
怖
い
よ
う
な
三
昧
境
に
入
れ
る
の
で
あ
る
。
時
間
な
ど

も
、
あ
ま
り
に
暁
の
来
る
慌
し
さ
に
腹
が
立
つ
ほ
ど
で
あ
る
が
、

本
格
物
に
な
る
と
一
向
に
筆
が
進
ま
ず
、
襲
っ
て
く
る
睡
魔
の

前
に
降
服
し
て
し
ま
い
や
す
い
。

こ
れ
ほ
ど
作
る
の
に
骨
の
折
れ
る
本
格
探
偵
小
説
だ
か
ら
、

こ
れ
を
書
い
て
く
れ
る
人
を
尊
敬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
江
戸
川
氏
が
自
分
で
は
本
格
物
を
書
こ
う
と
し
な
い
癖
に
、

常
に
進
ん
で
本
格
物
を
擁
護
せ
ら
れ
る
の
も
や
は
り
こ
の
こ
と

を
考
え
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

兎
に
角
私
に
と
っ
て
読
む
に
好
ま
し
く
、
書
く
に
好
ま
し
く

な
い
本
格
探
偵
小
説
で
は
あ
る
。�

〔
全
文
〕

初
出
：
探
偵
文
学　

昭
和
10
年
7
月
号

底
本
：
海
野
十
三
全
集
別
巻
1　

平
成
3
年

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

探
偵
小
説
壇
の
新
な
る
情
熱
［
＊
5
］

江
戸
川
乱
歩　

日
本
の
探
偵
小
説
は
そ
の
作
風
の
多
様
性
に
於
て
は
、
英
米

に
も
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
特
殊
の
発
達
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
ま
だ
短
篇
時
代
を
脱
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
僅
か
の

例
外
的
な
作
品
を
除
い
て
は
、
本
当
の
長
篇
探
偵
小
説
と
い
う

も
の
は
現
わ
れ
て
い
な
い
と
云
っ
て
も
い
い
。
そ
こ
に
英
米
の

探
偵
小
説
界
と
の
大
き
な
懸
隔
を
否
む
こ
と
は
出
来
な
い
の
で

あ
る
。
こ
の
部
面
に
こ
そ
我
々
に
残
さ
れ
た
最
も
大
き
な
仕
事

が
あ
る
。
仮
令
こ
の
国
の
出
版
界
の
事
情
が
純
粋
の
長
篇
小
説

の
製
作
に
適
し
な
い
に
も
せ
よ
、
探
偵
小
説
壇
に
燃
え
出
で
た

新
な
る
情
熱
は
、
未
開
拓
の
多
様
性
へ
と
同
時
に
、
こ
の
長
篇

探
偵
小
説
の
部
面
に
注
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

初
出
：
読
売
新
聞　

昭
和
10
年
9
月

底
本
：
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
24
巻　

平
成
17
年

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

日
本
の
探
偵
小
説
［
＊
6
］

江
戸
川
乱
歩　

　

二　

日
本
探
偵
小
説
壇
の
特
殊
の
事
情
に
つ
い
て

上
記
の
二
つ
の
事
情
、
即
ち
読
書
界
の
需
要
と
、
作
家
達
の

素
質
と
が
結
び
つ
い
て
、
特
殊
の
発
達
を
見
た
我
々
の
探
偵
小

説
界
で
は
、
一
般
に
探
偵
小
説
雑
誌
「
新
青
年
」
出
身
の
作

者
を
、
そ
の
作
品
の
傾
向
が
如
何
に
あ
ろ
う
と
も
、「
探
偵
作

家
」
と
い
う
一
い
ろ
の
名
称
に
よ
っ
て
呼
ぶ
慣
わ
し
と
な
っ
て

い
る
。
読
書
界
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
、
作
者
自
身
も
、
こ
の

習
慣
に
従
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
そ
う
い
う
特
別
の
事
情
か

ら
、
我
々
の
所
謂
探
偵
小
説
壇
は
、
純
粋
の
探
偵
小
説
と
同
時

に
、
或
は
そ
れ
以
上
に
、
犯
罪
小
説
、
怪
奇
小
説
な
ど
に
於
て

も
、
世
界
の
水
準
に
比
べ
て
決
し
て
見
劣
り
の
し
な
い
作
品
を

生
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
発
生
上
の
因
縁
か
ら
し
て
も
、

又
、
読
者
を
う
つ
力
に
於
て
、
文
学
的
風
味
に
於
て
、
非
探
偵

小
説
の
方
に
一
層
優
秀
な
作
品
が
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
し
て

も
、
我
々
は
日
本
の
探
偵
小
説
を
語
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
犯
罪
、

怪
奇
の
文
学
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
無
視
し
て
は
意

味
を
な
さ
な
い
の
で
あ
る
。

　

三　

作
家
と
作
品
（
そ
の
一
）

海
　
野
　
十
　
三　

海
野
十
三
は
専
業
の
探
偵
作
家
で
は
な

い
。
し
か
し
、
探
偵
小
説
壇
へ
の
登
場
が
遅
か
っ
た
に
も
拘
ら

ず
、
少
く
と
も
「
新
青
年
」
誌
上
で
は
、
そ
の
作
品
数
、
甲
賀



三
郎
、
大
下
宇
陀
児
に
次
い
で
第
三
位
を
占
め
る
程
の
精
力
家

で
あ
っ
て
、
専
業
作
家
を
顔
色
な
か
ら
し
め
て
い
る
。
彼
も
亦

電
気
学
を
専
攻
し
現
に
技
術
官
の
職
に
在
る
人
で
あ
り
、
そ

れ
が
彼
の
探
偵
小
説
に
反
映
す
る
の
は
自
然
で
あ
っ
て
、
処
女

作
「
電
気
風
呂
の
怪
死
事
件
」
の
主
題
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
後
「
新
青
年
」
誌
上
に
執
筆
し
た
連
続
短
篇

小
説
以
下
多
く
の
探
偵
小
説
が
あ
る
が
、
処
女
作
の
外
に
「
麻

雀
殺
人
事
件
」「
省
線
電
車
の
射
撃
手
」「
爬
虫
館
事
件
」
な
ど

を
主
要
作
品
と
見
る
べ
く
、
そ
の
大
部
分
は
理
化
学
的
ト
リ
ッ

ク
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
方
で
は
ウ
エ
ル
ズ

風
の
空
想
科
学
小
説
に
犯
罪
小
説
或
は
探
偵
小
説
を
結
び
つ
け

た
と
も
見
る
べ
き
多
く
の
作
を
発
表
し
て
い
る
点
で
、
唯
一
の

異
色
あ
る
作
家
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
要
作
品
と
し
て
は
「
振
動

魔
」「
俘
囚
」「
キ
ド
効
果
」「
赤
外
線
男
」
な
ど
を
挙
げ
る
こ

と
が
出
来
る
。
外
に
「
柿
色
の
紙
風
船
」
の
如
き
ユ
ー
モ
ア
と

ペ
ー
ソ
ス
の
作
品
が
あ
り
、
又
「
三
人
の
双
生
児
」
の
如
き
大

胆
奔
放
の
怪
奇
小
説
が
あ
る
。
こ
の
作
家
は
本
名
に
よ
っ
て
多

く
の
科
学
的
読
物
を
発
表
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
又
軍
事
科

学
小
説
の
作
も
少
く
は
な
い
。
そ
の
多
方
面
で
あ
る
こ
と
他
に

類
例
が
な
い
と
思
う
。

初
出
：
日
本
探
偵
小
説
傑
作
集　

昭
和
10
年
9
月

底
本
：
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
25
巻　

平
成
17
年

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

日
本
探
偵
小
説
の
多
様
性
に
つ
い
て
［
＊
7
］江

戸
川
乱
歩　

日
本
の
探
偵
小
説
の
過
半
数
は
本
当
の
探
偵
小
説
で
な
い
と

い
う
こ
と
が
云
わ
れ
て
い
る
。
私
自
身
も
こ
の
説
に
は
同
意
を

表
す
る
も
の
で
、
探
偵
小
説
で
あ
る
か
ら
に
は
、
探
偵
的
な
興

味
、
つ
ま
り
あ
る
難
解
な
秘
密
を
、
な
る
べ
く
は
論
理
的
に
、

徐
々
に
探
り
出
し
て
行
く
経
路
の
面
白
さ
と
い
う
も
の
が
主
眼

に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
外
の
所
謂
探
偵
小
説
、

例
え
ば
異
常
な
犯
罪
の
経
路
を
描
い
た
も
の
、
犯
罪
そ
の
他
異

常
な
事
件
の
恐
怖
を
主
眼
と
す
る
も
の
、
怪
奇
な
る
人
生
の
一

断
面
を
描
い
た
も
の
、
精
神
病
者
又
は
変
質
者
の
生
活
を
描
い

た
も
の
、
ビ
ー
ス
ト
ン
風
の
「
意
外
」
の
快
感
に
重
点
を
置
く

も
の
な
ど
は
、
犯
罪
小
説
、
怪
奇
小
説
、
恐
怖
小
説
な
ど
に
属

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
探
偵
小
説
と
は
云
え
な
い
。

こ
れ
は
分
り
き
っ
た
事
の
よ
う
で
い
て
、
実
は
何
と
な
く
ハ

ッ
キ
リ
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
は
世
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
達
が
、
探
偵
作
家
の
書
く
も
の
は
、
犯
罪
小
説
で
あ

ろ
う
が
怪
奇
小
説
で
あ
ろ
う
が
、
凡
て
探
偵
小
説
と
い
う
一
色

の
名
で
呼
び
慣
わ
し
た
こ
と
、
探
偵
雑
誌
「
新
青
年
」
出
身
の

作
家
は
悉
く
探
偵
小
説
家
で
あ
り
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
る
犯
罪
、

怪
奇
、
幻
想
の
作
品
は
皆
探
偵
小
説
で
あ
る
か
の
如
き
誤
っ
た

考
え
方
が
一
般
に
行
わ
れ
て
来
た
こ
と
な
ど
に
あ
る
の
だ
と
思

う
。併

し
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
探
偵
作
家
が
そ
の
興
味
の
赴

く
ま
ま
に
犯
罪
文
学
に
筆
を
染
め
よ
う
と
、
怪
奇
、
幻
想
の
物

語
を
書
こ
う
と
、
少
し
も
差
支
な
い
こ
と
も
亦
分
り
き
っ
た
話

で
あ
る
。
イ
ヤ
そ
れ
ば
か
り
か
、
犯
罪
小
説
家
、
怪
奇
小
説
家

と
い
う
も
の
が
ハ
ッ
キ
リ
分
立
し
て
い
な
い
日
本
の
小
説
界
で

は
、
探
偵
小
説
出
身
の
作
家
達
が
、
謂
わ
ば
そ
の
親
類
筋
で
あ

る
そ
れ
ら
の
方
面
へ
思
う
ま
ま
手
を
拡
げ
て
行
く
こ
と
こ
そ
望

ま
し
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
本
来
の
探
偵
小
説
そ
の
も
の
の

成
長
、
拡
充
も
あ
り
、
日
本
探
偵
小
説
壇
の
好
も
し
き
多
様
性

が
見
ら
れ
る
の
だ
と
思
う
。

日
本
探
偵
小
説
の
多
様
性
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
犯
罪
、
怪

奇
の
文
学
が
混
っ
て
い
る
か
ら
ば
か
り
で
は
な
い
。
探
偵
小
説

そ
の
も
の
も
、
作
家
の
色
分
け
の
多
様
性
に
於
て
、
出
発
以
来

僅
々
十
年
余
り
に
し
か
な
ら
な
い
我
々
の
探
偵
小
説
界
は
、
何

十
年
の
歴
史
を
持
っ
た
英
米
の
そ
れ
に
比
べ
て
も
決
し
て
遜
色

が
な
い
と
云
っ
て
い
い
。

探
偵
小
説
の
ト
リ
ッ
ク
に
は
、
外
国
で
も
日
本
で
も
、
物
理
、

化
学
に
関
す
る
も
の
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の

方
面
の
専
門
家
に
は
、
応
用
化
学
専
攻
の
甲
賀
三
郎
、
大
下
宇

陀
児
が
あ
り
、
電
気
学
専
攻
の
海
野
十
三
、
延
原
謙
が
あ
り
、

小
栗
虫
太
郎
は
心
理
的
ト
リ
ッ
ク
と
共
に
物
理
、
化
学
の
ト
リ

ッ
ク
に
も
優
れ
て
い
る
し
、
大
阪
圭
吉
は
機
械
的
ト
リ
ッ
ク
の

名
手
で
あ
る
。
又
心
理
的
探
偵
小
説
の
方
面
で
は
、
木
々
高
太

郎
の
精
神
分
析
的
探
偵
小
説
は
英
米
の
本
場
に
も
比
類
の
な
い

程
の
も
の
で
あ
る
し
、
水
上
呂
理
も
精
神
分
析
作
家
で
あ
る
し
、

又
心
理
学
上
の
題
目
（
心
理
試
験
、
錯
覚
、
色
盲
等
々
）
を
ト

リ
ッ
ク
と
し
て
用
い
た
探
偵
小
説
は
、
多
く
の
作
家
に
よ
っ
て

書
か
れ
て
い
る
。

〔
略
〕

論
理
探
偵
小
説
は
あ
く
ま
で
論
理
に
進
む
の
が
よ
い
。
犯
罪
、

怪
奇
、
幻
想
の
文
学
は
、
作
者
の
個
性
の
赴
く
が
ま
ま
に
、
い

く
ら
探
偵
小
説
を
離
れ
て
も
差
支
は
な
い
。
そ
こ
に
英
米
と
は

違
っ
た
日
本
探
偵
小
説
界
の
、
寧
ろ
誇
る
べ
き
多
様
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

初
出
：
改
造　

昭
和
10
年
10
月
号

底
本
：
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
25
巻　

平
成
17
年

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

深
夜
の
東
京
散
歩
［
＊
8
］

海
野
十
三　

深
夜
の
街
に
は
、
深
夜
人
種
と
い
う
の
が
確
か
に
居
る
。
彼

等
は
何
の
職
業
を
持
っ
て
い
る
の
か
ハ
ッ
キ
リ
分
ら
な
い
が
、

と
に
か
く
実
に
楽
し
げ
な
表
情
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
非
常
に

元
気
に
見
え
る
。
と
い
っ
て
決
し
て
喧
騒
で
は
な
い
。
悟
り
き

っ
た
僧
侶
の
よ
う
に
物
静
か
だ
。
彼
等
は
、
誰
も
彼
も
が
殆
ん

ど
同
一
の
特
異
な
人
間
型
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
深
夜
の
神

秘
か
ら
共
通
な
信
仰
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
う
い
う
意

味
に
於
て
、
深
夜
人
種
は
立
派
な
或
る
力
に
よ
っ
て
、
統
制
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
僕
の
書
い
た
小
説
で
は
、
こ
れ
が
髭

武
者
の
ル
ン
ペ
ン
老
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
実
は
特
殊

な
人
間
が
あ
る
の
に
非
ず
し
て
、
そ
れ
は
無
形
の
力
、
深
夜
の

神
秘
性
に
外
な
ら
な
い
。

深
夜
は
、
何
処
を
歩
い
て
み
て
も
、
楽
し
い
も
の
で
あ
る
が
、

殊
に
僕
が
最
も
好
き
な
の
は
、
深
川
の
浅
野
セ
メ
ン
ト
工
場
を

中
心
と
す
る
一
角
で
あ
る
。
そ
こ
が
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
僕
は
寧
ろ
筆
に
す
る
こ
と
を
避
け

三



四

た
い
。
只
そ
の
一
角
を
深
夜
に
歩
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
と
お
薦

め
す
る
だ
け
で
あ
る
。
道
筋
だ
け
を
申
し
て
置
く
が
、
永
代
橋

を
深
川
の
方
へ
渡
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
橋
の
左
の
袂
に
交
番

が
あ
る
が
、
そ
れ
に
添
っ
て
左
折
す
る
。
そ
れ
か
ら
一
つ
の
橋

を
渡
る
が
、
そ
の
次
に
も
う
一
つ
の
橋
が
あ
る
。
こ
の
辺
か
ら

静
か
に
歩
い
た
り
、
立
ち
止
っ
た
り
し
て
、
浅
野
セ
メ
ン
ト
の

工
場
を
右
に
仰
い
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
を
清
洲
橋
の
畔
ま
で

歩
く
の
で
あ
る
。
き
っ
と
、
諸
君
は
自
分
が
日
本
に
在
る
こ
と

を
暫
く
は
忘
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〔
略
〕

僕
に
と
っ
て
非
常
に
嬉
し
い
こ
と
は
、
江
戸
川
乱
歩
氏
が
、

こ
の
風
景
を
大
い
に
認
め
て
下
す
っ
た
こ
と
で
先
日
の
出
版
記

念
会
の
席
上
で
も
、
そ
れ
を
云
っ
て
下
す
っ
た
。
乱
歩
氏
こ
そ

は
、
実
は
僕
よ
り
何
倍
か
の
深
夜
の
散
歩
愛
好
家
で
あ
る
。
僕

は
昔
、
乱
歩
氏
が
、
浅
草
公
園
の
ロ
ハ
台
に
夜
明
か
し
を
さ
れ

た
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
深
い
感
激
を
覚
え
た
。
実

は
先
夜
、
乱
歩
氏
と
共
に
、
例
の
浅
野
セ
メ
ン
ト
地
方
を
巡
遊

し
、
そ
れ
か
ら
こ
の
浅
草
公
園
に
連
れ
て
来
て
頂
い
た
の
で
あ

る
が
、
当
今
は
公
園
内
の
浄
化
が
徹
底
的
に
行
わ
れ
て
い
て
、

昔
そ
こ
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
特
異
な
風
景
は
、
最
早
ど
こ
に
も

落
ち
て
い
な
か
っ
た
。
只
僅
か
に
、
近
所
の
夜
明
か
し
飲
食
店

の
情
景
が
、
な
ん
と
な
く
古
め
か
し
い
懐
し
い
匂
い
を
僕
た
ち

に
贈
っ
て
く
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

初
出
：
探
偵
春
秋　

昭
和
11
年
10
月
号

底
本
：
海
野
十
三
全
集
別
巻
1　

平
成
3
年

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

グ
ル
ー
サ
ム
と
セ
ン
ジ
ュ
ア
リ
テ
ィ
［
＊
9
］江

戸
川
乱
歩　

戦
争
前
「
エ
ロ
・
グ
ロ
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
、
私
の
探

偵
小
説
も
そ
の
代
表
的
な
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
心
あ
る
向

き
よ
り
非
難
攻
撃
を
あ
び
せ
ら
れ
て
い
た
。
私
は
必
ず
し
も
態

と
時
流
に
迎
合
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
、
子
供
な

ど
も
読
む
程
度
の
低
い
大
衆
娯
楽
雑
誌
に
セ
ン
ジ
ュ
ア
ル
且
つ

グ
ル
ー
サ
ム
な
探
偵
小
説
を
書
い
た
こ
と
は
非
常
に
い
け
な
か

っ
た
と
悔
ん
で
い
る
。
今
後
は
そ
う
い
う
あ
や
ま
ち
を
再
び
繰

返
さ
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。初

出
：
赤
と
黒
1
号　

昭
和
21
年
9
月

底
本
：
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
25
巻　

平
成
17
年

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

探
偵
小
説
の
方
向
［
＊
10
］

江
戸
川
乱
歩　

戦
争
中
人
々
は
西
洋
の
没
落
を
説
き
、
合
理
主
義
を
蔑
視
し
、

東
洋
の
直
観
主
義
を
謳
歌
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
あ
げ
せ

ざ
る
直
観
主
義
は
西
洋
の
合
理
主
義
、
科
学
主
義
の
前
に
敗
れ

去
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
深
い
反
省
途
上
に
あ
る
。

こ
の
反
省
よ
り
生
れ
来
た
る
も
の
が
非
合
理
の
方
向
に
あ
る
筈

は
な
い
。
私
は
俳
諧
、
茶
の
湯
、
墨
絵
の
直
観
主
義
を
決
し
て

お
ろ
そ
か
に
思
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
小
説
は
俳
文
や
日

記
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
西
洋
流
に
構
成
の
あ
る
文
学
が
も

っ
と
目
ざ
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
工
の
勘
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
る
自
然
木
の
家
屋
で
は
な
く
て
、
精
密
な
設
計
製
図
に

基
づ
い
て
建
て
ら
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
築
、
そ
う
い

う
作
品
が
企
図
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
探
偵
小
説
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。
い
や
探
偵
小
説
こ
そ
、
そ
の
構
造
性
と
論

理
性
を
不
可
欠
の
条
件
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
従
来
の

日
本
探
偵
小
説
に
は
、
そ
れ
ら
の
も
の
が
甚
だ
稀
薄
で
あ
っ
た
。

む
し
ろ
論
理
性
を
軽
蔑
す
る
が
如
き
傾
向
す
ら
あ
っ
た
。

し
か
し
敗
戦
一
年
、
反
省
途
上
に
あ
る
日
本
人
の
嗜
好
は
少

し
ず
つ
変
化
し
て
来
た
か
に
感
じ
ら
れ
る
。
戦
前
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
ほ
ど
の
勢
で
探
偵
小
説
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。
し
か

も
所
謂
変
格
も
の
で
は
な
く
て
純
推
理
小
説
へ
の
要
望
で
あ
る
。

こ
の
嗜
好
の
変
化
と
探
偵
雑
誌
の
非
常
な
売
行
き
は
、
論
理
小

説
の
前
途
に
大
き
な
希
望
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
こ
の
ご
ろ
無
名
新
人
の
原
稿
を
見
る
機
会
が
多
い
の
で

あ
る
が
、
そ
う
い
う
作
品
の
大
多
数
が
純
推
理
小
説
を
目
ざ
し

て
い
る
。
そ
の
中
に
は
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
優
れ
た

作
も
散
見
し
、
近
い
将
来
に
は
少
な
か
ら
ぬ
新
人
が
世
に
出
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
。
旧
人
の
努
力
も
無
論
望
ま
し

い
の
で
あ
る
が
、
一
層
期
待
さ
れ
る
の
は
有
力
な
新
人
の
出
現

で
あ
る
。
日
本
探
偵
小
説
を
革
命
す
る
が
如
き
新
人
の
擡
頭
で

あ
る
。
私
は
今
論
理
探
偵
小
説
の
黎
明
を
感
じ
て
い
る
。
そ
う

い
う
機
運
が
澎
湃
と
し
て
動
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
身
辺
の
あ

ら
ゆ
る
事
象
の
裏
に
感
じ
て
い
る
。

初
出
：
新
大
阪　

昭
和
21
年
9
月

底
本
：
江
戸
川
乱
歩
全
集
第
25
巻　

平
成
17
年

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

探
偵
小
説
雑
感
［
＊
11
］

海
野
十
三　

探
偵
小
説
論
に
、
各
人
各
説
あ
る
は
結
構
だ
。

探
偵
小
説
論
は
、
ち
ゃ
ん
と
答
が
割
切
れ
て
出
る
も
の
で
は

な
い
。
一
つ
の
論
に
た
て
籠
っ
て
、
他
の
論
を
全
然
認
め
な
い

と
い
う
よ
う
な
風
潮
が
、
若
い
人
の
間
に
あ
る
。
熱
情
の
あ
る

の
は
結
構
だ
が
、
視
野
の
狭
い
の
は
困
る
。

探
偵
小
説
は
、
や
は
り
小
説
だ
か
ら
、
ま
づ
も
っ
て
小
説
と

し
て
立
派
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
探
偵
小
説
は
大
衆
文

学
の
一
つ
だ
と
思
う
が
故
に
、
そ
れ
は
第
一
条
件
と
し
て
面
白

く
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
面
白
く
な
い
探
偵
小
説
な
ん
て
、
意

味
が
な
い
。

本
格
探
偵
小
説
を
尊
敬
す
る
の
は
結
構
だ
が
、
面
白
く
な
い

本
格
探
偵
小
説
は
一
向
結
構
で
な
い
。
そ
の
や
う
な
作
品
ば
か

り
読
ま
さ
れ
て
は
、
た
ま
っ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
。
そ
う
い
ふ
風

潮
を
本
気
で
薦
め
て
い
る
者
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
探
偵

小
説
と
い
う
も
の
を
見
誤
っ
て
い
る
者
だ
ら
う
。

立
派
な
本
格
探
偵
小
説
な
ん
て
、
探
偵
作
家
と
名
乗
る
者
の

何
パ
ー
セ
ン
ト
が
書
き
得
る
や
ら
、
と
に
か
く
稀
で
あ
る
。
ま

た
そ
れ
を
書
き
得
る
作
家
に
し
て
も
、
立
派
な
る
本
格
も
の
は
、

一
生
涯
を
通
じ
て
一
作
あ
る
か
な
し
か
で
あ
る
。

そ
う
い
う
こ
と
が
分
っ
て
い
な
が
ら
、
若
い
作
家
た
ち
を
、

そ
う
い
ふ
方
向
へ
追
ひ
た
て
る
や
う
な
者
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の

人
は
変
態
男
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
も
仕
方
が
あ
る
ま
い
。

探
偵
小
説
ら
し
い
探
偵
小
説
を
書
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
探
偵
だ
と
か
怪
盗
ル
パ
ン
へ
復



五

帰
す
べ
き
で
あ
る
。

あ
ゝ
い
う
探
偵
小
説
こ
そ
、
真
に
大
衆
に
愛
好
さ
れ
る
い
ゝ

探
偵
小
説
な
の
だ
。

あ
の
程
度
の
、
謎
、
推
理
、
ス
リ
ル
、
サ
ス
ペ
ン
ス
、
テ
ン

ポ
、
情
熱
、
正
義
感
、
新
鮮
味
、
そ
し
て
面
白
さ
、
ま
こ
と
に

大
衆
的
で
は
な
い
か
。

探
偵
小
説
は
、
あ
の
や
う
に
面
白
く
読
ま
せ
て
、
慰
め
と
な

り
、
一
つ
の
軽
妙
な
気
分
転
換
の
資
と
な
れ
ば
、
そ
れ
で
役
割

は
十
分
に
果
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
。
作
家
た
る
も
の
、
そ
の

他
の
こ
と
を
狙
う
に
は
及
ば
な
い
と
極
言
し
て
も
い
ゝ
と
、
私

は
思
っ
て
い
る
。

ク
ヰ
ー
ン
の
『
ロ
ー
マ
ン
・
ハ
ッ
ト
・
ミ
ス
テ
リ
ー
』
は
面

白
い
方
だ
が
、『
ハ
ー
フ
ウ
ェ
イ
・
ハ
ウ
ス
』
に
至
っ
て
は
そ

の
反
対
の
も
の
だ
、

ク
ロ
フ
ツ
の
『
樽
』
み
た
い
な
退
屈
な
面
白
く
な
い
も
の
を
、

探
偵
小
説
の
十
大
傑
作
の
一
つ
な
ど
と
褒
め
る
の
は
愚
の
骨
頂

だ
と
思
う
。

ヒ
ル
ポ
ッ
ツ
『
レ
ッ
ド
・
メ
イ
ン
』
な
ん
か
、
は
じ
め
を
す

こ
し
読
ん
だ
だ
け
で
作
者
の
魂
胆
は
早
く
も
分
り
、
あ
と
は
退

屈
そ
の
も
の
だ
。
傑
作
探
偵
小
説
だ
な
ん
て
、
と
ん
で
も
な
い
。

乱
歩
氏
は
『
石
榴
』
を
自
分
の
名
作
と
し
て
居
る
が
、
乱
歩

氏
の
作
品
を
年
代
順
に
読
ん
で
来
て
、
あ
れ
に
ぶ
つ
か
る
と
、

小
手
先
の
器
用
さ
は
気
が
つ
く
が
、
お
よ
そ
総
ざ
ら
え
的
な
陳

腐
な
も
の
で
、
乱
歩
独
特
の
高
い
香
な
ど
す
こ
し
も
感
ぜ
ら
れ

な
い
。
だ
か
ら
私
は
、
あ
の
作
は
駄
作
だ
と
思
っ
て
い
る
。

坂
口
安
吾
氏
そ
の
他
が
探
偵
小
説
を
書
く
の
は
結
構
だ
が
、

ど
う
せ
ろ
く
な
も
の
は
出
来
な
い
だ
ら
う
。
十
年
間
こ
の
道
を

勉
強
し
た
と
聞
い
た
上
で
な
い
と
、
私
は
本
気
に
な
っ
て
そ
れ

ら
を
読
む
つ
も
り
は
な
い
。�

〔
全
文
〕

初
出
・
底
本
：
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
会
報　

昭
和
22
年
11
月

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

弔
辞
［
＊
12
］

江
戸
川
乱
歩　

海
野
君
、
君
が
僕
ら
探
偵
作
家
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
の
は
昭

和
三
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
思
え
ば
二
十
余
年
の
昔
だ
。
君
は

Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
と
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
と
モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ

ラ
ン
が
好
き
だ
と
云
っ
て
い
た
。
そ
し
て
探
偵
小
説
に
君
の
専

門
で
あ
る
科
学
手
法
と
、
君
が
生
来
持
っ
て
い
た
企
ま
ざ
る
ユ

ー
モ
ア
の
新
風
を
齎
ら
し
て
く
れ
た
。
私
は
大
正
末
期
、
所
謂

探
偵
小
説
が
起
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
に
三
つ
の
隆
盛
期
が
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
が
、
君
は
第
一
の
隆
盛
期
の
半
ば
か
ら
我
々

に
加
わ
り
溌
剌
た
る
新
風
を
吹
き
こ
ん
で
く
れ
た
。
そ
し
て

昭
和
八
、
九
年
に
始
ま
る
第
二
の
隆
盛
期
に
は
小
栗
虫
太
郎
、

木
々
高
太
郎
両
君
と
共
に
こ
の
時
期
の
先
頭
を
切
る
ト
リ
オ
を

為
し
三
人
で
編
輯
す
る
雑
誌
「
シ
ュ
ピ
オ
」
を
起
し
探
偵
小
説

革
新
の
た
め
に
大
い
［
に
］
活
動
し
て
く
れ
た
。

戦
後
の
今
日
第
三
の
隆
盛
期
に
さ
し
か
か
っ
た
処
で
あ
る
が
、

君
は
新
人
が
現
わ
れ
る
都
度
こ
れ
を
心
か
ら
喜
ん
で
く
れ
た
。

若
し
君
が
健
康
だ
っ
た
ら
こ
の
第
三
の
隆
盛
期
に
も
ま
た
先
頭

に
立
っ
て
指
導
の
衝
に
当
っ
て
く
れ
た
こ
と
と
思
う
が
、
多
く

病
床
に
あ
っ
た
為
に
療
養
し
乍
ら
思
う
に
任
せ
な
か
っ
た
。
し

か
し
新
人
が
君
を
お
訪
ね
す
れ
ば
大
い
に
こ
れ
を
激
励
し
指
導

し
て
い
て
く
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
非
常
に
頼
も
し
い
力
で
あ

っ
た
。
そ
の
君
が
今
急
逝
さ
れ
た
事
は
探
偵
小
説
界
に
と
っ
て

こ
の
上
な
い
不
幸
で
あ
る
。
実
に
残
念
だ
と
思
う
。

底
本
：
海
野
十
三
メ
モ
リ
ア
ル
・
ブ
ッ
ク　

平
成
12
年

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

海
野
君
の
こ
と
［
＊
13
］

江
戸
川
乱
歩
　

海
野
君
の
作
家
と
し
て
の
資
質
に
は
純
探
偵
小
説
的
な
も
の

よ
り
も
科
学
小
説
的
な
も
の
の
方
が
多
か
つ
た
や
う
に
思
は
れ

る
。
同
君
が
「
新
青
年
」
に
最
初
の
連
続
短
篇
（
こ
れ
は
皆
探

偵
小
説
で
あ
っ
た
）
を
書
い
て
ゐ
る
頃
だ
つ
た
と
思
ふ
。
よ
く

私
の
家
を
訪
ね
て
く
れ
た
し
、
私
も
同
君
の
勤
先
の
電
気
試
験

所
を
訪
問
し
て
、
試
作
中
の
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
を
見
せ
て
も
ら
つ

た
り
し
た
も
の
だ
が
、
海
野
君
は
そ
の
頃
ま
だ
科
学
小
説
は
殆

ん
ど
書
い
て
い
な
か
つ
た
の
で
、
実
は
探
偵
小
説
よ
り
も
ウ
エ

ル
ズ
風
の
科
学
小
説
が
書
き
た
い
の
だ
と
い
ふ
心
境
を
も
ら
し

て
ゐ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
後
に
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

海
野
君
は
探
偵
小
説
で
は
ル
ブ
ラ
ン
が
好
き
で
あ
つ
た
。
コ

チ
コ
チ
の
論
理
も
の
よ
り
は
ル
ブ
ラ
ン
の
や
う
な
面
白
い
も
の

を
と
い
ふ
の
が
彼
の
主
張
で
、
甲
賀
木
々
両
君
の
論
争
が
盛
ん

で
あ
つ
た
昭
和
十
年
前
後
、
海
野
君
は
探
偵
小
説
通
俗
論
で
は

甲
賀
君
と
意
見
を
同
じ
く
し
た
が
、
本
格
論
に
は
反
対
で
、
出

来
る
だ
け
探
偵
小
説
の
範
囲
を
広
く
考
へ
や
う
と
し
た
。
そ

れ
は
よ
い
の
だ
が
、
勢
ひ
余
つ
て
「
新
青
年
」
出
身
作
家
の
書

く
も
の
は
悉
く
探
偵
小
説
な
り
と
い
ふ
や
う
な
口
吻
を
も
ら
す

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
点
は
私
に
は
同
感
出
来
な
か
つ
た
の
で
、

「
鬼
の
言
葉
」
で
も
そ
れ
に
触
れ
、
会
合
の
席
な
ど
で
も
海
野

君
と
議
論
し
た
こ
と
が
あ
る
。

戦
争
中
探
偵
小
説
が
圧
迫
さ
れ
た
頃
、
海
野
君
は
我
々
の
先

頭
に
立
つ
て
情
報
局
と
の
連
絡
を
と
つ
て
く
れ
、
情
報
局
検
閲

官
と
我
々
と
の
対
談
会
の
席
で
は
、
海
野
君
が
最
も
雄
弁
な
論

陣
を
布
い
た
も
の
で
あ
つ
た
。
忘
れ
難
い
思
出
の
一
つ
。

戦
争
中
か
ら
逝
去
ま
で
の
数
年
間
、
海
野
君
は
少
年
小
説
界

の
一
巨
人
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
方
面
で
は
も
つ
と
科
学
性
の
あ

る
押
川
春
浪
を
目
ざ
し
て
い
た
。（
私
は
同
君
の
口
か
ら
さ
う

い
ふ
意
味
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
。）
そ
し
て
、
そ
れ

は
見
事
に
成
功
し
、
全
国
数
百
万
の
少
年
を
湧
き
立
た
せ
た
の

で
あ
る
。

海
野
君
に
つ
い
て
は
も
つ
と
く
だ
け
た
思
出
話
が
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
こ
ゝ
に
は
堅
い
こ
と
だ
け
を
書
い
た
。�

〔
全
文
〕

初
出
・
底
本
：
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
会
報　

昭
和
24
年
6
月

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

深
夜
の
海
野
十
三
［
＊
14
］

江
戸
川
乱
歩　

今
か
ら
二
十
年
近
く
も
前
の
話
、
海
野
君
が
「
新
青
年
」
に

は
じ
め
て
連
続
短
篇
を
書
い
た
頃
、
早
稲
田
裏
の
戸
塚
の
私
の

家
へ
よ
く
遊
び
に
来
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
私
は
そ
の
頃

深
夜
の
浅
草
公
園
を
う
ろ
つ
き
廻
る
病
癖
を
持
っ
て
い
て
（
随

筆
「
浅
草
趣
味
」）
海
野
君
に
こ
れ
を
話
す
と
、
同
君
も
広
野

の
如
き
深
夜
の
都
会
を
歩
く
の
が
好
物
の
由
で
、
是
非
一
度



六

一
緒
に
散
歩
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
あ
る
春
の
夜
、

深
夜
の
銀
座
か
ら
は
じ
め
て
（
当
時
は
タ
ク
シ
ー
が
非
常
に
廉

か
っ
た
）
浅
草
の
闇
を
そ
こ
は
か
と
な
く
さ
ま
よ
い
、
遂
に
は

両
人
と
も
殆
ん
ど
馴
染
の
な
か
っ
た
吉
原
へ
車
を
飛
ば
し
、
登

楼
す
る
気
は
な
い
の
で
、
郭
内
の
町
々
を
め
ぐ
り
歩
き
、
吉
原

土
手
を
徘
徊
し
て
、
名
物
の
徹
夜
の
馬
肉
屋
へ
も
入
る
気
は
な

く
、
何
と
は
な
し
に
夜
明
け
近
く
ま
で
深
夜
の
東
京
を
満
喫
し

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
夜
で
あ
っ
た
か
、
別
の
時
で
あ
っ
た

か
、
二
人
だ
け
で
向
島
の
何
と
か
い
う
宿
屋
に
泊
り
、
一
緒
に

風
呂
に
入
り
、
寝
そ
べ
っ
て
身
の
上
話
を
語
り
合
っ
た
り
し
た
。

海
野
君
に
つ
い
て
最
も
印
象
深
い
思
出
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
同

君
は
意
気
な
ハ
ン
チ
ン
グ
を
あ
み
だ
に
被
り
、
颯
爽
た
る
美
青

年
で
あ
っ
た
。
彼
の
名
作
「
深
夜
の
市
長
」
が
出
た
の
は
そ
れ

か
ら
間
も
な
く
で
あ
っ
た
と
思
う
。�
〔
全
文
〕

初
出
：
宝
石　

昭
和
24
年
8
月
号

底
本
：
江
戸
川
乱
歩
推
理
文
庫
60　

昭
和
62
年

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

探
偵
小
説
あ
れ
こ
れ
［
＊
15
］

江
戸
川
乱
歩
、
朝
山
蜻
一
、
大
河
内
常
平　

朝
山　

戦
後
二
三
年
に
高
木
彬
光
氏
が
本
格
も
の
を
書
い
て

ま
す
が
、
あ
れ
は
ど
う
で
す
か
。

江
戸
川　

戦
時
中
た
ま
っ
て
い
た
も
の
が
出
て
本
格
も
の
に

な
っ
た
ん
で
そ
う
長
く
は
続
か
な
い
。
読
者
も
あ
き
て
く
る
し

ね
。大

河
内　

先
生
は
本
格
も
の
じ
ゃ
な
い
も
の
を
、
そ
の
後
ず

っ
と
書
い
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
ま
た
う
け
て
い
ま
す
が
…
。

江
戸
川　

そ
れ
は
う
け
な
い
よ
り
う
け
た
方
が
い
い
か
ら
な
。

大
体
日
本
人
は
本
格
も
の
は
好
き
じ
ゃ
な
い
よ
。
ア
メ
リ
カ
人

は
本
格
も
の
好
み
だ
け
れ
ど
日
本
人
は
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ョ
ル
ジ

ュ
・
シ
ム
ノ
ン
の
愛
読
者
が
多
い
ね
。
黒
岩
涙
香
は
サ
ス
ペ
ン

ス
や
ス
リ
ル
で
読
ま
せ
た
ん
だ
。
理
屈
や
筋
で
読
む
の
が
日
本

で
は
少
い
の
だ
。
本
格
も
の
は
発
展
し
な
い
よ
。

初
出
・
底
本
：
報
知
新
聞　

昭
和
28
年
2
月
、3
月

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

ペ
ン
皿
と
テ
レ
ヴ
ィ
［
＊
16
］

江
戸
川
乱
歩
　

海
野
君
の
思
出
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
二
人
で
深
夜
の
東
京
を

さ
ま
よ
つ
た
こ
と
、
戦
争
中
の
彼
の
颯
爽
た
る
風
姿
な
ど
、
ま

だ
目
に
あ
ざ
や
か
だ
が
、
こ
こ
に
は
ペ
ン
皿
と
テ
レ
ヴ
ィ
の
こ

と
を
書
く
。

海
野
君
が
新
青
年
に
最
初
の
連
続
短
篇
を
書
い
て
い
た
こ

ろ
（
昭
和
六
年
か
）
よ
く
私
の
高
田
馬
場
の
下
宿
時
代
の
う
ち

へ
、
遊
び
に
来
て
く
れ
た
。
ま
だ
同
君
の
出
発
期
で
あ
つ
た
。

そ
の
初
対
面
の
と
き
漆
器
の
ペ
ン
皿
を
持
つ
て
来
て
く
れ
た
の

が
、
今
で
も
残
つ
て
い
る
。
当
時
の
海
野
君
は
、
可
愛
ら
し
い

美
青
年
で
、
意
気
な
ハ
ン
チ
ン
グ
を
冠
つ
た
写
真
を
貰
つ
た
の

が
、
ア
ル
バ
ム
に
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
思
慕
の
情
、
禁
じ

が
た
き
も
の
が
あ
る
。

あ
れ
は
い
つ
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
つ
た
か
、
日
支
事
変
に
は
入

っ
て
い
た
と
思
う
が
、
太
平
洋
戦
争
は
未
だ
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。
海
野
君
の
勤
め
先
の
電
気
試
験
所
で
、
テ
レ
ヴ
ィ
の

試
作
を
や
つ
て
い
て
、
同
所
へ
行
け
ば
映
像
が
見
ら
れ
る
と
い

う
の
で
、
誘
わ
れ
て
海
野
君
の
部
屋
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
所
内
の
別
室
の
像
を
映
す
の
を
見
た
の
だ
が
、
何
が
映

つ
た
の
か
、
ど
の
程
度
明
瞭
で
あ
つ
た
か
、
い
ま
記
憶
が
な
い
。

あ
れ
が
テ
レ
ヴ
ィ
と
い
う
も
の
の
見
は
じ
め
で
あ
つ
た
。

そ
の
時
海
野
君
は
押
川
春
浪
の
名
を
口
に
し
た
。「
僕
は
探

偵
小
説
よ
り
も
、
実
は
押
川
春
浪
風
の
科
学
と
冒
険
の
物
語
を

書
き
た
い
の
で
す
よ
」
と
告
白
し
た
。
海
野
君
は
大
衆
に
広
く

読
ま
れ
る
も
の
を
書
き
た
い
と
い
う
性
格
で
、
第
二
の
押
川
春

浪
を
、
或
は
一
歩
前
進
し
た
新
ら
し
き
押
川
春
浪
を
目
ざ
し
て

い
る
か
に
感
じ
と
れ
た
。

そ
し
て
彼
は
、
そ
の
と
き
の
抱
負
を
実
現
し
た
。
科
学
と
冒

険
の
作
品
が
夥
し
く
発
表
せ
ら
れ
、
こ
と
に
少
年
も
の
の
そ
れ

は
、
当
時
の
如
何
な
る
少
年
読
物
も
及
ば
な
い
大
読
者
を
獲
得

し
た
。
戦
争
中
な
ど
彼
の
作
は
常
に
少
年
も
の
の
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
で
あ
っ
た
。
歿
後
七
年
の
現
在
で
も
盛
ん
に
版
を
重
ね
て
い

る
。
彼
が
や
や
気
恥
し
げ
に
、
押
川
春
浪
の
名
を
口
に
し
た
と

き
の
像
が
思
い
う
か
ぶ
の
で
あ
る
。�

〔
全
文
〕

初
出
・
底
本
：
日
本
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
会
報　

昭
和
30
年
5
月

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

趣
意
書
に
添
え
て
［
＊
17
］

江
戸
川
乱
歩　

阿
波
掃
苔
会
と
四
国
文
学
会
の
御
協
力
で
、
海
野
十
三
君
の

文
学
碑
を
同
君
の
生
誕
地
に
お
建
て
く
だ
さ
る
と
い
う
御
計
画

を
聞
き
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

海
野
君
は
推
理
小
説
作
家
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
日
本
で
も
最
近
漸
く
流
行
の
兆
を
見
せ
は
じ
め
た
科
学

小
説
に
、
二
十
数
年
前
先
鞭
を
つ
け
て
い
た
こ
と
は
銘
記
す
べ

き
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
海
野
君
が
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
と

き
に
、
戦
争
中
従
軍
の
疲
労
か
ら
、
若
く
し
て
病
逝
さ
れ
た
こ

と
は
、
思
い
出
す
た
び
に
哀
惜
の
情
を
禁
じ
え
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。

今
度
の
御
企
画
で
、
同
君
の
記
念
の
碑
が
故
郷
に
残
る
こ
と

に
な
り
、
わ
れ
わ
れ
も
甚
だ
心
強
く
、
双
手
を
あ
げ
て
御
計
画

に
賛
意
を
表
し
ま
す
。
東
京
の
故
人
の
旧
友
た
ち
と
計
り
、
わ

れ
わ
れ
も
応
分
の
寄
附
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

昭
和
三
十
七
年
三
月
四
日�
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成
10
年

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

祝
辞
［
＊
18
］

江
戸
川
乱
歩　

海
野
十
三
君
の
文
学
碑
が
同
君
出
生
の
地
に
建
て
ら
れ
今
日
、

建
碑
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す
に
当
り
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ

ま
す
。
こ
れ
ひ
と
え
に
徳
島
市
、
阿
波
掃
苔
会
、
四
国
文
学
会

の
皆
様
の
御
尽
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
も
建
碑
式
に
参
列
し
て
お
喜
び
を
申
し
の
べ
た
い
の
で
す
が
、

病
気
の
た
め
思
う
に
ま
か
せ
ま
せ
ん
。
は
る
か
に
お
祝
い
の
こ

と
ば
を
お
送
り
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。�
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初
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：
Ｊ
Ｕ
通
信
7
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昭
和
37
年
7
月

底
本
：
Ｊ
Ｕ
通
信
復
刻
版　

平
成
10
年


